
令和３年１１月５日(金曜日)   県内経済の動向（普及版）    福岡県（調査統計課）編集・発行 

８月の生産指数は、輸送機械工業などの低下により２か
月連続で前月を下回りました。 

鉱工業生産指数は、2015年の生産水準を100として、その変化を表しています。

９月の輸出は、前年同月比▲5.3％と１０か月ぶりに前年を
下回りました。 

９月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比▲2.1％と
２か月連続で前年を下回りました。 

９月の有効求人倍率は1.07倍で、前月と同水準となりまし
た。 

「仕事を探している人の数」に対する「企業の求人数」の割合が有効求人倍率です。

  １．００倍より大きいと、人手不足を表します。

○日本赤十字社が公表している統計によると、令和２年度は事業所や学校の会議室等を会場として行う献血（オープン献血）が減少したも

のの、常設の献血ルームにおける献血などが増加したことにより、前年度と比較して献血量は約８万3000Ｌ（ﾘｯﾄﾙ）増加しました（図

表1）。コロナ禍の影響で外出自粛が求められていた中で献血量が増加していることから、人々の献血への関心の高さが伺えます。 

〇一方で、新型コロナウイルス感染症の感染拡大前から血液製剤の原料となる血液の需要は年々増加しており、令和２年度の献血血液の確

保計画量は前年度から８万Ｌ増となりました（図表２）。令和３年度はさらなる献血血液の確保計画量の増加が見込まれており、コロナ

禍における献血協力のため、街中に開設されている献血ルーム（図表3）を活用してみてはいかがでしょうか。 
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生産 
このところ一部に弱さがみられるものの、持ち直し

ている。 

輸出は、増勢が鈍化している。 

輸入は、このところ持ち直しの動きに足踏みがみられ

る。 

貿易 

弱含んでいる。 消費 雇用 
求人に改善の動きが見られるものの、厳しさが見られ

る。 

     ふくおかの経済 令和３年１０月号     

今月のトピック コロナ禍でも増えた献血

図表２
献血血液の確保計画量の推移

資料出所：日本赤十字社 
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